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285 万件、犯罪率（人口 10 万人当たりの認知件数）2,239 をピークに、2003 年から急激に減少し、2013 年では刑法犯認
知件数 132 万件、犯罪率 1,037 となっています。過去 11 年間で件数でも率でも半減しているわけです。
2004 年から 2013 年の包括財種別認知件数では、凶悪犯は 13,064 件から 6,766 件へ、粗暴犯は 76,616 件から 6,6610 件へ、
窃盗犯は 1981,574 件から 986,272 件へ、知能犯は 99,258 件から 3,089 件へとなっていて、いずれも著しい減少を示してい
ます。
1-2　少年非行
刑法犯少年の検挙人員は、2003 年の 14 万 4 千人をピークに 2013 年では 5 万 6 千人と急激な減少を示しています。人
口比（当該年齢千人当たりの比率）でみても、17.5 から 7.8 へと著しく減少しています。
1-3　犯罪被害
















「不登校」は 1970 年代後半から社会問題化した現象であり、80 年代になると急激に増加し、不登校の定義も 1991 年以




















































































































































































5662 票（3.0％）。男性 79.0％、女性 21.03％。（2014.08.14　15:00）
ランダムサンプリングではないだけでなく、かなりの偏りが想定されるが、それでも実に面白いデータである。「厳
罰化」が、法律・制度・政策次元のことだけではなく、国民の意識そのものの次元でもあるということが、明確に出
ている。
法学者は、20 年前の法的正義が、今のネット大衆社会の中では批判・否定されているということを、認識せざる
を得ないのではないだろうか。
●一件落着
「まんだらけ」容疑者逮捕、これにて一件落着。
警察の非公開要請も、「まんだらけ」が取った対応も、正しかったわけ。さほど難しい犯罪事件ではなかったが、
警察も早期解決を目指して、必死だったはず。
とにかく、現在は「民意」という正義の沸騰が高まっている時代であるということを、ひしひしと感じさせられた
事件だった。
オルテガの大衆社会論が、今、装いも新たにして〈ネット大衆社会論〉（ネット時代の大衆社会）として登場して
来るか。
こうした時代では、警察も批判され、バッシングを受けます。もちろん、正すところは当然正す必要はありますが、し
かし、警察は、毅然と、そして粛々と対応していただきたいと思います。また、犯罪・非行対策は、ネット大衆に決して
迎合せず、法治国家・民主主義国家の警察として、政策・対策・現場実践を行っていただきたいと思います。
5．まとめ
以上ですが、最後に要望としてのまとめを提示させていただきます。
第一に、当然のことですが、今現在行われている犯罪・非行対策を継続して実行していただきたい。
第二に、時代状況を鑑みて、10 年後・20 年後の日本社会を想定し、想定外の犯罪・非行状況が出現しないように、早
期警戒・早期対策を心がけていただきたい。
その際、少年だけを見ての対策ではなく、青年・壮年層の置かれている・置かれ始めている社会的実状を想定し、一体
的な対策を配慮していただきたい。特に、問題を抱えた少年の問題を抱えた親や問題のある親とその子どもに対しては。
第三に、マスコミの評論に迎合することに警戒するだけでなく（私の見解では、いわゆる有識者や政治家の一部は多分
に迎合している）、ネット大衆社会の感情的情緒的見解に対しても、冷静に対処していただきたい。

